
（公社）福岡県人権研究所  部落問題部会   

  第２回 研修会のご案内    

 

部落問題部会では第２回研修会を以下の要領で行います。 

今回の研修会では，一回目に続き、原口さんよりの提起を受けるとともに、参加者のみなさんととも

に深めていく時間も、持とうと考えています。 

多くの方のご参加をお待ちしています。学び合いませんか、教育・啓発の理論と実践について !! 

 

日時  ２０２２年 12 月３日（土） １３：３０受付 1４：00 開会 

 

会場  田川労働福祉文化会館 大会議室   田川市大字川宮 1549    

当日の連絡先：090-7162-5622 (事務局・貞永) 

 

内容  

１ 講演 14:10～1５:40（質疑を含む） 

演題 全国水平社創立百周年にあたって、「部落差別」を再考する 

－二人称の関係・つながりを求めて パート②ー 

講師 原口 孝博 さん（元福岡市立堅粕人権のまちづくり館館長） 

             （部落解放同盟福岡市協 特別執行委員） 

 

２ 全体討論（意見交流） 15:50～1７:０0 

     小人数のグループに分けて自由な質問や意見交換をする。それを集約・発表していただ    

    くなかで、さらに学びを深めあう。 

 

参加費  無料です  

 

〈お問合わせ先〉 

公益社団法人福岡県人権研究所 担当：峰 司郎 

TEL（092）645-0388  FAX（092）645-0387  E-mail info@f-jinken.com 

第１回（8 月 8 日：福岡市）は 部落差別「再考」の原点 として 

① 解放運動体験や疑問  ②部落差別＝共同観念への囚われ についての提起  

第２回目（今回）は、① ②を少し復習後、 

 ③井元麟之氏（全国水平社活動家）はなぜ「古代政治（征服）起源論」を主張したか？ 

 ④日常の「二人称的なつながり」を基礎に、豊かに膨らませた「個人性」（複数的な自 

    己）を構想していく生き方とは？ 

 ⑤学校・社会教育への期待（ どんな子ども、人間を創り育てていくか？ ） 

―本来の「人権」･･･他者（人）へのやさしさ・思いやりが含み持たれているー 

これらを中心に＜差別の壁を乗り越える道＞、＜人間の尊厳＞等を考えてみましょう。 

mailto:info@f-jinken.com

